
１　学校教育目標

たくましい体と思いやりの心を持ち、自ら学ぶ児童の育成

５　総括表

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標

学校 ●学校経営方針 ・本年度の重点目 ・教職員、児童、保護者に周知す ・アンケートによると、学校の重点目

平成２２年度　唐津市立鏡山小学校　学校評価結果

２　学校経営ビジョン
「子どもが喜んで登校し、親が安心して通わせる学校に」（スローガン）
　(1)　めざす児童像
　　か…考える子　　　　よく考え、自ら進んで学習する子ども
　　が…がんばる子　　　何事にも一生懸命がんばるたくましい子
　　み…みがき合う子　　思いやりの心を持ち、互いに助け合い、みがき合う子

３　本年度の重点目標

Ⅰ　学力向上の推進（知）
Ⅱ　生活規律の徹底（徳）
Ⅲ　健康安全教育の推進（体）
Ⅳ　地域と結びついた開かれた学校づくり
                         （地域連携）

　学力の向上に向け、授業の改善に取り組んできた。また、家庭との連
携に努めたことで基本的な生活習慣も徐々に向上している。さらに、
「早ね・早起き・朝ごはん・ノーテレビ・ノーゲームデー」を保護者も巻き
込んだ取り組みを、今年度さらに進めていくことが重要である。読書習
慣の確立とともに指導を続けたい。
今年度は、文部科学省の研究委託を受け、「食育」についても栄養教
諭を中心に実践に取り組んでいきたい。

４　前年度の成果と課題

評価およびその理由

学校
運営

●学校経営方針 ・本年度の重点目
標の周知

・教職員、児童、保護者に周知す
る。
　認知度を教職員は90％、児童・
保護者は80％以上にする。 Ｃ

・アンケートによると、学校の重点目
標の認知度は、教職員96％、児童
78％、保護者59％で、保護者以外
の理解度は進んだ。

○開かれた学校
づくりの推進

・開かれた学校、意
見・気づきを言いや
すい学校づくり

・保護者からのアンケートで7割
以上の回答。学校行事に地域、
近隣の方にも参加を呼びかけ
る。
・意見・気づきをもらいやすいよう
地域と連携の場を活用する。

B

・保護者からの『意見や気づきが言
いやすいか』の「だいたい思う」以上
の回答が83％であった。

○安全・危機管理
体制の整備

・安全・危機管理に
ついての実践的指
導及び実地訓練の
実施

・火災、地震、不審者の侵入時等
の避難訓練を各学期計画的に行
う。
・交通安全や声かけ等校外での
安全指導を適時に機会あるごと
に行う。

Ｂ

・保護者からのアンケートによると安
全面ついての対策は89％、職員が
72％と昨年度と比較してどちらも10
ポイント程度向上した。しかし、保護
者や職員から裏門等の施設面で、
不審者に対する安全管理の不十分
さが指摘された。

●学力向上・指導
法改善

・学習習慣の育成
・ＴＴによる算数の
学力向上

・話を聞く態度など学習規律ができて
いるか教師アンケート85%以上を目指
す。
・学力テストを前年度より1ポイント以
上向上させる。
・唐津市基礎学力テストの合格率を
前年度より向上させる。
・学年グループでの研究授業（国語）
を行う。（年間３回）
・読書に親しませるため、週4回の朝
読書を充実させる。

A

・話を聞く態度などについて「だいた
いできている」以上の教職員の評価
が88％であった。
・唐津市基礎学力テストのポイント
が、どの学年も昨年度より２ポイント
以上上がった。
・ＣＲＴ検査の結果、全国比が国語
は､97.1（前年度96.1）、算数は101.8
（前年度99.1）になった。



●心の教育 ・道徳教育の充実
・あいさつ・言葉遣
いの指導
・人権教育の推進

・「ふれあい道徳」で保護者の70%
の参加を目指す。
・90%以上の児童が元気なあいさ
つができる。
・学年に応じた言葉遣いができ
る。

B

・授業参観への保護者への参加率
は（　　　）となり、さらに高まってきて
いる。
・87％の児童が進んであいさつをし
ていると答えているが、まだ十分で
はない。

教育
活動

●健康・体力づく
り

・食育についての
具体的実践
・体力つくりの推進
・給食指導の充実

・食についての正しい理解と望ま
しい食習慣を身につけさせる。
（早寝、早起き、朝ご飯の習慣
化）
・栄養教諭とのＴＴによる授業を
計画的に行う。
・晴れた日には外で元気に遊ぶ
(90%以上の児童)。
・新体力テストで平均を上回る。
・給食残菜を前年度よりさらに少
なくする。

A

・95％の保護者が健康・体力づくり
に努めていると回答している。
・職員は100%体力作りや食育に取り
組んでいると回答している。
・５・6年のスポーツテストの結果、全
国平均を上回っている項目（８）が、
４～７項目ある。
・児童の97％が給食を残さずに食べ
ていると回答している。

○教育相談 ・不登校児童対策
・「気になる子」へ
の支援

・不登校傾向の児童の早期発見
に努める。
・全校児童の中で、「気になる子」
についての共通理解を図り、全
校的に支援していく。 A

・不登校傾向の児童の理解に努
め、今年度は不登校児童ゼロであ
る。
・各学級の「気になる子」についての
研修会を開催した。
・ＳＣの来校時には、保護者や担任
の相談に積極的に関わっていただ
いた。

○生活指導の充
実

・基本的生活習慣
の育成
・静かで明るい学
校生活

・月1回のノーテレビ・ノーゲーム
デーの実施率の向上。
・気持ちの良いあいさつをする。
・廊下は静かに歩く。
・掃除は静かに協力して行う。
・正しい言葉づかいをする。

B

・教職員や児童の意見にも「言葉遣
いについての指導が不十分であ
る。」などの意見があった。保護者
からのアンケートにも児童の言葉づ
かいの悪さが指摘された。

特定
課題

●小学校学習環
境改善充実

・低学年基本的な
生活習慣・学習習
慣の育成

・時間を守る。
・元気のよいあいさつをする。
・教師、友達の話を聞く。
・宿題をきちんとする。
以上4点を徹底させる。 Ａ

「時間を守る（94%)」、「宿題を忘れな
い(92%)」「元気のよいあいさつ
(87%)」「教師、友だちの話を聞く
(91%)」などの基本的な生活習慣が
できているという児童の回答であっ
た。

○幼保小連携

○小中連携

・保育園、幼稚園と
の連携の強化・充
実

・小中を見通した学
習習慣の定着

・幼・保・小連絡協議会を年３回
以上開く。
・保育園や幼稚園との交流活動、
合同授業を実施する。

・学期に1回以上小中連携会議を
開く。
　生徒指導、学習指導等（部ごと
も含む）

Ｂ

・幼・保・小の連携について教職員
の理解は、昨年度32％から48％へ
向上してきている。連絡会も2回から
3回に増えた。
・『小中連携推進会議』を立ち上げ、
主幹、教務を中心にして、年間計画
をたてた。中学校の授業参観、意見
交換、生徒会の学校紹介等の共同
の活動や、言葉づかいの共通理解
を図り、共通した意識をもって指導
することを確認した。

○特別支援教育 ・特別支援教育へ
の全職員の理解推
進・体制の確立

・校内就学委員会と特別支援委
員会を適宜開催する。
・適切な年間計画の下、支援を要
する児童の個別支援計画の作成
と、支援体制を確立する。 Ａ

・夏季休業中に特別支援委員会を
実施し、2学期から配慮を要する児
童に対して個別の支援計画を作成
し、指導を行っている。その結果、少
しづつではあるが、学習面、生活面
においても向上してきている。

６　　総合評価



７　　次年度への課題・改善策

　学校教育目標の実現に向け、1年間取り組んできた結果、おおむねどの項目において、目標を達成でき
た。重点課題であった学力向上も学力向上推進委員会を立ち上げ、計画的な指導方針や「問題データベー
ス」の活用など、学年に応じた指導の結果、ＣＲＴ検査の結果も全国平均と同様、または、それ以上になって
きている。
　「早ね・早起き・朝ごはん」のキャッチフレーズによる保護者への啓発、「ノーテレビ・ノーゲームデー」の重
点目標の細分化、家庭学習の習慣化を図るための手引きの活用などを行うことで、基本的な生活習慣が定
着してきた児童が増えてきた。
　しかし、生活面で、言葉遣いや挨拶等が不十分な状況である。来年度の最重点課題として取り組む必要
がある。
　また、今年度立ち上げた、『小中連携推進会議』、『特別支援教育における個別の支援計画の必要のある
児童』の見極めと次年度への引き継ぎ等、確実な引き継ぎと共通理解を全職員がもつことが必要である。

◎全校的に基本的な生活習慣の確立をさらに徹底し、落ち着いた学校をめざし、元気なあいさつや正しい言
葉づかい、掃除の上手な子どもの育成に重点を置いていきたい。
◇食育については、次年度も、日々の学習指導や生活指導の中で食に対する取り組みを継続していき、学
校と家庭・地域がさらに協力・連携を深めていきたい。
◇ＣＲＴ検査の分析を行い、課題を把握し、課題解決のための手立てや指導方法の工夫改善を行い、さらに
学力の向上に努めたい。
◇特別支援教育については、一人一人の児童への適切な関わり方や全校児童への啓発と全職員の共通
理解を図りながらさらに取り組みを強化していきたい。
◇幼保小の連携や小中連携、家庭地域との連携について、今年度の取り組みを検証し、次年度への引き継
ぎを確実に行う。


